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会
長
あ
い
さ
つ

新
型
コ
□
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
始
め
て
か

ら
、
会
員
の
皆
様
、
如
何
お
過
し
で
し
よ
う
か
つ
ム
フ
で
は
、

毎
日
、
感
染
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
日
課
と
な
り
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
の
消
毒
、
三

密
を
避
け
る
等
が
、
日
常
生
活
上
欠
か
せ
な
い
習
慣
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「鈴
の
△さ

に
お
い
て
も
、
こ
の
二
年
間
、
書
面
で
の
総
会
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

本
年
五
月
二
十
四
日
、
や
っ
と
の
思
い
で
参
集
し
て
の
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
一
重
に
、
国
保
連
合
会
の
御
支
援
と
会
員
の
皆
様
の
御
協
力
の
賜
物
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
半
日
で
総
会
と
研
修
会
を
開
催
す
る
と
い
う
異
例
の
型
で
し
た
が
、
四
十
一
名

と
多
く
の
会
員
の
出
席
に
よ
り
、
議
事
進
行
全
て
ス
ム
１
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
研
修
会
の
講
師
を
お
引
き
受
け
下
さ
っ
た
、
講
談
師
の
神
田
京
子
先
生
の
素
晴
し

か
っ
た
こ
と
＝
先
生
の
お
話
に
引
き
込
ま
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
の
．時
間
で
し
た
。
話
芸
は

勿
論
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
山
口
を
気
に
入
っ
て
頂
き
、
東
京
か
ら
、
二
年
前
に
御

家
族
で
移
住
し
て
来
ら
れ
、
山
口
に
根
を
張
り
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
尊
敬
の
念
を

抱
か
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

　

改
め
て
、
私
達
の
住
む
山
口
県
が
歴
史
と
文
化
、
美
し
い
自
然
と
程
好
い
環
境
、
山
や
海

に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
々
の
高
齢
化
や
過
疎
化
、
コ
□
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
症
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
象
変
動
の
激
し
さ
等
々
。
困
難
な
事
も
多
い
時

代
で
す
が
、
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、
そ
し
て
、
地
域
の
人
々
と
の
繋
が

り
を
育
み
、
フ
レ
イ
ル
予
防
、
健
康
づ
く
り
へ
の
支
援
活
動
を
、
小
さ

な
こ
と
か
ら
、
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

『数
は
力
な
り
』
お
知
り
合
い
の
方
々
に
、
「鈴
の
△さ

　

へ
の
入
会
を

お
勧
め
下
さ
い
。

　

秋
に
、
研
修
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
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△充
四
年
度
山
□
県
在
宅
保
健
駈盛
緊．●
ふ

「鈴
の
会
」
総
会

令
和
四
年
五
月
二
十
四
日
火^
）

－－

　　　　

，

　　

．‐

　

言

　

　

　

令
和
四
年
度
山
□
県
在
宅
保
健
師
会
「鈴
の
会
」総

会
を
会
員
四
十
一名
の
出
席
の
も
と
、国
保
会
館
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、中
島
美
智
枝
会
長
が
「］
□
ナ
禍

で
二
年
間
、書
面
議
決
だ
っ
た
が
、今
年
度
は
会
員
が

顔
を
合
わ
せ
て
開
催
で
き
た
こ
と
、安
堵
し
て
い
ま

す
。
会
と
し
て
、感
染
予
防
を
図
り
つ
つ
徐
々
に
活
動

　　　　　　　　　　

を
展
開
し
た
い
。
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保
険
団
体
連
合
会

常
務
理
事

　

藤
本
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常榊‐
参
γ
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よ
り
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等
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受

　

講
図
Ｖ
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け
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、議

長
団
に
渡
辺
英
子

会
員
（
下
関
市
）
、

渡
遠
毒
会
員
（防

府
市
）
を
選
出
し

　　　　

　

　　　　　　　　

【‐
ｉ
１
１
１１

ま
し
た
。

　

議
案
の
令
和
三
年
度
事
業
報
告
、決
算
及
び
会
計

監
査
報
告
、令
和
四
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案

は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
新
た
に
三
名
の
会
員
を
迎
え
、会
員
数
は
九

し
た
。

十
七
名
に
な
り
ま

瀕
器
轄
鱗
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役職名 氏

　　　

名

会

　

長 中

　

島

　

美智枝（防府市）

副会長 小野原

　

利

　

子（岩国市）

理

　

事 松

　

尾

　

由希子（下関市）

理

　

事 松

　

永

　

隆

　

子（長門市）

理

　

事 福

　

島

　

知

　

子（山□市）

理， 事 神

　

代
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事 河
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令
和
四
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
回
研
修
会

令
和
四
年
五
月
二
十
四
日
（火
）

　

久
し
ぶ
り
の
研
修
会
で
、思
い
き
り
笑
わ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
コ
□
ナ
禍
、多
＜
の
人
が
集
ま
る
こ
と
も
、

大
声
を
出
す
こ
と
も
は
ば
か
ら
れ
た
日
々
が
約
二
年

間
続
い
た
な
か
で
の
こ
の
お
話
は
楽
し
い
時
間
で
し

た
。

　

講
談
界
の
レ
デ
ィ
・ガ
ガ
（笑
）と
呼
ば
れ
て
い
る
神
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さ
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し
た
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講
談
は
四
百
一

年
以
上
続
い
て
…

い
る
芸
術
で
す

が
、
男
性
社
会

で
、
女
性
は
昭

和
時
代
か
ら
入

門
し
、
現
在
は

八
十
名
中
、
半

数
が
女
性
講
談

師
で
す
。
話
し

方
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
張
り
扇
で

釈
台
を
叩
き
な

　　　　　　

、－

　　　

集
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
み
す
ゞ
の
生
涯
を
自
分
で
創
作

　　

１１

＼
＼
↓
＼

．墓
園
輯毒
－－
！

リ“

　　

三

＊
き
－

Ｆ鰯欄
讐諸
ヨ

ーミ
ニ
ー

が
ら
お
も
し
ろ
い
所
で
話
を
切
り
、こ
の
続
き
は
次
へ

と
気
を
引
き
つ
け
る
こ
と
で
す
。
音
に
驚
き
、独
特
な

リ
ズ
ム
の
あ
る
語
り
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
が
、拍
手

は
ど
こ
で
し
て
よ
い
か
分
か
ら
ず
、先
生
が
、
「こ
こ
で

拍
手
」
と
い
わ
れ
拍
手
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
も
ま
た
楽

し
い
体
験
で
し
た
。

　

一席
は
信
長
の
時
代
「山
内
一豊
、内
助
の
功
の
物
語
」

で
し
た
。
貧
し
い
生
活
の
中
、馬
を
買
い
出
世
を
し
て

い
く
、大
変
有
名
な
物
語
で
す
が
、思
わ
ず
、次
は
と
聞

き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

二
席
は
、
「金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
」
で
し
た
。
東
京
か

ら
引
っ
越
さ
れ
、自
分
が
役
に
立
っ
て
な
い
、情
け
な
い

と
思
っ
て
い
た
時
、手
に
取
っ
た
の
が
金
子
み
す
ゞ
の
詩

さ
れ
た
物
語
を
、み
す
ゞ
の
詩
を
織
り
込
み
な
が
ら
情

緒
豊
か
に
語
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
「前
向
き
に
、半

分
楽
し
い
、半
分
苦
し
い
、そ
れ
が
人
生
と
思
っ
て
生

き
て
ゆ
き
た
い
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
全
身
か
ら
溢

れ
出
る
情
熱
を
感
じ
な
が
ら
、他
の
講
談
も
聞
き
た
い

と
思
う
．時
間
の
講
演
で
し
た
。表
紙
の
写
真
は
、講
演

後
一緒
に
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

合
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記
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講
演

「講
談
を
楽
し
も
う
！
お
楽
し
み
二
席
ｕ
」

講
師

　

講
談
師

　

神
田

　

京
子

　

氏



鰯
だ

　　

′静

　　

金濃靭憲

　　

－

　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　

－

　　

－

　　　　　　　　　　　　　

－「－

　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

　　　　　　　

ー

　　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　

山 令

　

“令
和
三
年
度

山
□
県
在
宅
保
健
師
会
「鈴
の
会
」研
修
会
『…

　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　

令
和
三
年
十
一月
十
八
日
木^
）
－－

．ド
ト
．
Ｅ
日
月
劃
ｇ
…
“鱈
日
目
おき…“＝
＝
き
た＝
拝
＝
封
ー
＝
誓藷
」

　

令
和
３
年
度
は
、
山
□
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
３
名
を
お
招
き
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
内
容
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

講
演

「高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
等
の

一
体
的
な
実
施
に
つ
い
て
」

業
務
課
保
健
事
業
推
進
係

　

栗
田
悠
子
氏
…

講
師

　

広
域
連
合
は
乃
歳
以
上
の
人
が
加
入
す
る
医
療
制

度
を
運
営
す
る
特
別
地
方
公
共
団
体
で
山
□
県
の
被

保
険
者
は
２４
万
人
で
す
。
広
域
連
合
の
実
施
す
る
保

健
事
業
は
、
健
康
診
査
、
歯
科
健
康
診
査
、
医
療
機

関
受
診
勧
奨
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
ｏｍ
使
用
促
進
、

訪
問
健
康
相
談
に
加
え
て
■体
的
実
施
の
取
組
を
推

進
す
る
こ
と
で
す
。
後
期
高
齢
者
は
、
複
数
の
慢
性

疾
患
を
保
有
し
、
加
齢
に
伴
う
心
身
機
能
の
低
下
、

多
受
診
等
が
生
じ
や
す
く
堺
・
９
％
の
人
が
医
療
機

関
を
受
診
し
、

８０
歳
以
上
で
約
４
割
の
人
が
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
入
院
医
療
費
は
「
位
骨
折
、

２
位
脳
梗
塞
で
、
要
介
護
認
定
者
で
は
心
臓
病
、
高

血
圧
症
、
骨
格
系
疾
患
を
有
す
る
者
が
多
く
、
生
活

習
慣
病
の
重
症
化
予
防
、
フ
レ
イ
ル
予
防
が
重
要
で

あ
り
、
広
域
連
合
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
保
健
事
業

と
介
護
予
防
を
一体
的
に
実
施
す
る
市
町
の
取
組
を

推
進
す
る
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　　

室
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
」

講
師

　

業
務
課
保
健
事
業
推
進
係

　

青
木
涼
子
氏
－

　

こ
の
モ
デ
ル
事
業
の
目
的
は
、
通
い
の
場
等
の
参

加
者
が
、
フ
レ
イ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て

の
知
識
を
習
得
す
る
と
共
に
、
自
身
の
フ
レ
イ
ル
リ
ス

ク
を
認
識
し
、①
栄
養
状
態
や
□
腔
機
能
の
維
持
・改

善
、②
身
体
活
動
を
行
う

　　　

琶
竺
キ
拷
員
逢
廻

こ
と
◎
）社
会
参
加
す
る

　

キー蝋
駆
児
禦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
　
　　
　
　　
　

こ
と
が
フ
レ
イ
ル
の
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

令
和
２
年
度
ま
で
に
モ

　　
　
　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

そ
管

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
つ

　

柱

い
て
ワ
市
醇
人
に
健

め

蓄

｝

　
　
　
　　
　
　　　　

馨

用
い
て

イ
煽
ぎ
勝
－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①
②

～

　　　　　

，

　　　　　　　　　　　　　　　

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、、

　　

１

『＝講
演

「人
生
百
年
時
代
、
健
康
長
寿
を
目
指
し
て

　ー…講師
メ
タ
ボ
対
策
よ
り
こ
れ
か
ら
は
『低
栄
養
予
防
』を
」

業
務
課
保
健
事
業
推
進
課

　

石
橋
歩
美

　

　

　　

　　　　

　

　　

　

－－－－ 令和４年８月
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石
橋
歩
美
氏
＝
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．
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．

　　

．
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．

　　

．
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●
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●

　

．●

　　　　　　

．

　　

・

　　

．

　　　　　　　　　　　　

．・．

　　

．・．

　　

．・●

　

●

　

●

　

．●

　　

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　

．．．●

　　　　　　

．

　

・

　　

．

　　　　　　　

．●

　

．

　　　　　　　　　　　

．

　　

．

　　

・

　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　

．●

　

，．

　　　　　　　　　　　

・

　　　　　

．．

　　　　

・

　

低
栄
養
状
態
を
放
置
す
る
と
悪
循
環

（低
栄
養
↓

筋
力
・
体
力
の
低
下
↓
活
動
量
・
運
動
量
の
低
下
な

ど
↓
低
栄
養
を
＜
リ
返
す
）
に
陥
り
、
免
疫
力
の
低

下
、
転
倒
・
骨
折
リ
ス
ク
の
増
加
等
、
寝
た
き
り
や

要
介
護
状
態
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
高
齢

者
で
は
、
低
栄
養
と
脱
水
が
同
時
に
進
み
や
す
く
な

り
ま
す
。
乃
歳
以
上
の
栄
養
の
考
え
方
と
し
て
、
適

切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取

（高
た
ん
ぱ
く
・
高
ビ
タ
ミ

ン
）
が
必
要
で
す
。
■
日
三
食
を
し
っ
か
り
と
る
。

主
食

（ご
は
ん
・パ
ン
・麺
類
）、
主
菜

（肉
・魚
・卵
・

大
豆
料
理
）、
副
菜

（野
菜
・
き
の
こ
・
い
も
・
海

藻
料
理
）、
乳
製
品
、
果
物
、
油
脂
類

（妙
め
物
・

パ
ン
に
バ
タ
１
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
）
を
組
み
あ

左より

　

石橋氏、青木氏、栗田氏
　　

　　　　　

Ｌ
．

わ
せ
て

一
日
七
品
目

は
食
べ
る
等
を
心
が

け
、
時
に
は
、
冷
凍

食
品
や
市
販
品
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
等
を
活

用
す
る
の
も
よ
い
で

し
よ
う
。

　

△
ニ根
豊
子
記
）



－－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

認
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
（老
眼
鏡
も
役
に
立

‐
コ
□
ナ
関
係
業
務
に
携
わ
っ
で

幕

　

…

　　

１

１
Ｆ
１
一

，
Ｅ
Ｆ
１
１
ヨ
ヨ
ヨ
：
…≦
≦
」

「新
型
コ
□
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
に
携
わ
っ
て
」

　　

萩
市

　

田
村

　

光
子

新
型
コ
□
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

　

榊

よ
る
感
染
症
は
、
ま
だ
ま
だ

　　

　　

　　　

お
さ
ま
る
気
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。
私
の
住
ん
で
い
る
萩
市

金員轍簡

で
も
感
染
が
続
き
、
４
月
の
時
点
で
約
４５
人
に

人

が
感
染
し
た
こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。

　

感
染
予
防
対
策
と
し
て
市
が
実
施
し
た
須
佐
、
田

万
川
地
区
の
集
団
接
種
に
２
０
２
「
年
５
月
か
ら
「

年
間
に
”
日
ほ
ど
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

依
頼
さ
れ
た
内
容
は
問
診
票
の
記
載
事
項
の
確
認

で
す
。
現
場
の
業
務
か
ら
離
れ
て
長
い
時
間
が
た
っ

て
い
ま
す
の
で
不
安
も
感
じ
ま
し
た
が
、
予
防
接
種

の
対
象
者
が
高
齢
者
か
ら
で
し
た
の
で
顔
見
知
り
の

住
民
が
多
く
、
問
診
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
「しと
が

で
き
ま
し
た
。
最
初
に
問
診
を
し
た
ケ
１
ス
が
コ
□

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
雁
患
後
だ
っ
た
の
に
は
少
し
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。
お
薬
手
帳
か
ら
、
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に

す
る
薬
を
飲
ん
で
い
る
な
ど
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
読
め
な
い
小
さ
い
字
で
の
記

載
が
あ
り
ス
マ
ホ
で
写
し
て
、
そ
れ
を
拡
大
し
て
確

ち
ま
せ
ん
）

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
土
曜
日
に
実
施
さ
れ
、
医
師
や

看
護
師
を
は
じ
め
多
く
の
担
当
者
は
、
休
日
返
上
で

頑
張
っ
て
＜
れ
ま
し
た
。
住
民
の
．
人
と
し
て
た
い

へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
な

ど
に
よ
り
コ
□
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
は
や
く
お
さ

ま
る
こ
と
を
願
う
こ
の
頃
で
す
。

　

・

　

ハリ

　

コメ

　

ノ

　

シ

　

き

　

き

　

．ｅ

　

ハａＶ

　

，汁ヤ

　

ｅ
ｖ

　

ｅ

　

，ａＶ

　

へり

　

，ひ

　

き

　

」急らＹ

　

、ａｖ

「新
型
コ
□
ナ
関
連
業
務
に
携
わ
っ
て
」

　　　　　　　　　　　

周
南
市

　

松

田

　

敬
子

　　　　　　

「新
型

コ

□
ナ
ワ
ク
チ
ン

　　　　
　　
　
　
　　

　
　　
　
　
　
　

　

山
下

　

－
－

　

接
種
相
談
セ
ン
タ
ー
」
古
希

を
迎
え
る
私
の
職
場
と
な
り

，選
軽戸
霊
もぎ

ま
し
た
。
と
言
っ
て
も
、
オ

メ

き
饗

ノ

　

ｏ
オ
□
ド
キ
ド
キ
の
週
３
日

　　

こ
璽
二
！

　

を
、
約
「
年
間
過
ご
し
て
き

巷

　

ま
し
た
。
電
話
を
通
し
て
の

三

　　

一
ご

　

相
談
は
、
受
話
器
を
取
る
ま

で
内
容
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、

私
の
能
力
を
超
え
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
「そ
ん
な

事
も
知
ら
な
い
の
か
ゥ
」
と
お
叱
り
を
受
け
、
「
日

中
自
己
嫌
悪
に
陥
っ
た
日
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
コ

□
ナ
ワ
ク
チ
ン
ヘ
の
不
安
を
話
さ
れ
、
耳
を
傾
け
る

だ
け
の
私
に
、
「聴
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」
と

－…□
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
あ
り
ま
し
た
。

醸 髪その今 第２８号 令和４年８月‐

　

【新
型
コ
□
ナ
】
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

感
染
症
。
そ
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
。
誰
も
が
不
安

に
さ
い
な
ま
れ
る
日
々
で
す
。
情
報
は
、
あ
ら
ゆ
る

手
段
で
入
っ
て
き
ま
す
が
、
理
解
し
、
行
動
に
移
せ

な
い
人
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
に
寄
り
添
う
こ

と
が
で
き
る
細
か
い
配
慮
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
リ
タ
イ
ア
し
た
自
分
に
何
が
で
き

る
の
か
は
、
こ
れ
ま
た
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
今
住
ん
で
い
る
地
域
で
、
チ
ヨ
ツ
ト
お

節
介
な
お
ば
あ
さ
ん
は
、
で
き
る
か
も
？
だ
れ
も
望

ん
で
い
な
い
か
も
？
で
す
が
ー
１

新
型
コ
□
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
験
談

「新
型
コ
□
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
験
談
」

萩
市

　

田
辺

　

友
子

新
型
］
□
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
次
々
に
変
異
し

て
い
っ
て
、
地
球
上
に
こ
れ
ほ
ど
蔓
延
し
て
い
く
こ

と
は
想
像
を
絶
す
る
病
気
で
す
。

人
工
呼
吸
器
を
つ
け
て
治
療
を
受
け
て
い
る
人
々

の
姿
を
見
て
、
恐
怖
を
感
じ
て
い
た
け
ど
、
ワ
ク
チ

ン
が
で
き
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
。
私
た
ち
市
民
は
マ

ス
ク
着
用
で
人
の
中
に
出
ず
に
、
日
常
生
活
で
感
染

予
防
に
あ
け
く
れ
て
、
ワ
ク
チ
ン
を
三
度
接
種
し
、

夏
に
は
四
度
目
を
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
る
時
、
萩
市
か
ら



保
健
師
と
し
て
接
種
会
場
で
の
協
力
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。
協
力
は
弓
き
受
け
ま
し
た
が
、
自
分
が
受
け

る
こ
と
に
は
不
安
が
い
っ
ぱ
い
。
副
反
応
に
つ
い
て

は
．プ
レ
ピ
や
新
聞
で
目
に
し
て
も
心
配
で
す
。
接
種

会
場
で
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
る
の
に
、
自
分
は
受

け
ま
せ
ん
で
は
す
ま
な
い
し
ー
ー

覚
悟
を
決
め
た
接
種
は
二
回
無
事
終
わ
っ
た
と

思
っ
た
ら
、い
つ
の
間
に
か
三
回
目
。
そ
れ
も
終
わ
っ

て
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
、
今
度
は
四
回
目
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
終
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て
」

　　　　　　　　　　　　

萩
市

　

品
川

　

豊
美

　

昨
年
の
六
月
に

■
回
目
の
接
種
を
し
た
。
接
種
部

位
が
腫
れ
、
痛
み
で
腕
が
上
が
り
辛
い
程
度
だ
っ
た
。

二
回
目
は
倦
怠
感
と
三
十
七
度
八
分
の
発
熱
だ
っ

た
。
今
年
の
二
月
に
三
回
目
の
接
種
、
そ
の
日
は
元

気
に
家
事
が
で
き
た
。
翌
日
、
朝
の
支
度
を
し
て
い

る
と
寒
Ｅ
丸
が
し
、
食
事
が
欲
し
く
な
い
。
熱
が
三
十

七
度
五
分
あ
る
。
こ
れ
は
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、

頭
痛
と
倦
怠
感
で
何
も
し
た
く
な
＜
横
に
な
る
。
午

後
三
時
頃
、
身
体
が
少
し
楽
に
な
っ
た
が
頭
が
割
れ

そ
う
な
痛
み
が
続
い
て
い
る
の
で
鎮
痛
剤
を
飲
ん

だ
。
と
こ
ろ
が
、
胃
痛
に
幅
吐
、
胃
液
し
か
吐
＜
も

の
が
な
い
。
夜
八
時
頃
、
熱
も
頭
痛
も
幅
気
も
治
っ

た
の
で
、
主
人
の
買
っ
て
来
て
く
れ
て
い
た

「プ
リ

ン
」
を
食
べ
た
。
食
べ
終
え
る
と
直
ぐ
に
飲
ん
だ
お

茶
と

一
緒
に
全
て
を
幅
吐
し
た
。
も
う
寝
る
し
か
な

い
。
翌
日
、
す
っ
き
り
し
た
朝
を
迎
え
た
。
私
の
三

回
の
コ
□
ナ
予
防
接
種
顛
末
記
、
「さ
て
、
四
回
目

は
ど
う
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。」

　

．ゞ

　

三

　

－ゞ

　

ミ

　

キ

　

・葛Ｌ

　

さ

　

む

　

さ
」
き
ノ

　

さ

　

′さ

　

き
′
さ

　

じ

　

か

　

′ｅ

　

人

「ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て
」

　　　　　　　　　　　

山
□
市

　

福
嶋

　

啓
子

今
年
三
月
ま
で
に
三
回
目
の
新
型
コ
□
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ま
し
た
。

私
の
周
り
の
同
世
代
は
す
で
に
接
種
済
み
で
、
接

種
後
の
副
反
応
の
あ
っ
た
人
と
全
く
な
か
っ
た
人
の

割
合
は
ほ
ぼ
同
数
で
し
た
。
私
の
場
合
は
接
種
部
位

の
柊
痛
と
熱
感
、
少
し
の
倦
怠
感
が
あ
り
ま
し
た
が

三
日
程
で
消
失
し
ま
し
た
。

　

四
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
コ
□
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
日
も
早
い
鎮
静
化
を
祈

る
ば
か
り
で
す
。

　

せ▼

　

，巨

　

Ａ
Ｖ

　

き
せ

　

，き

　

り

　

Ｇ

　

ｅ

　

ｅ

　

き

　

き

　

む

　

さ
ｖ
・弓

ヘリ

　

Ｊａぜ

　

ひ

　

ＡＶ

「新
型
コ
□
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
」

　　　　　　　　　　　

宇
部
市

　

三
根

　

豊
子

　

こ
れ
ま
で
に
予
防
接
種
で
異
変
を
感
じ
た
事
は
な

か
っ
た
の
で
、
新
型
コ
○
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

こ
と
に
何
の
た
め
ら
い
も
な
＜
、
メ
デ
ィ
ア
の
副
作

用
等
の
情
報
に
、
不
安
を
抱
＜
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
た
だ
、
高
齢
者
で
あ
る
自
分
が
、
感
染
源

に
な
っ
た
り
、
重
症
化
し
て
子
や
孫
に
迷
惑
を
か
け

　

聾

な
い
こ
と
が
使
命
の
よ
う
に
考
え
ま
し
た
。

　　

噌

　

か
か
り
つ
け
医
で
の
接
種
で
、
三
回
と
も
フ
ァ
イ

　

一雄
“

ザ
ー
社
製
の
ワ
ク
チ
ン
、
副
作
用
は
接
種
部
位
の
痛

　

曙

み
と
軽
い
倦
怠
感
程
度
、
家
の
中
で
ゆ
っ
く
り
す
る

　

第

こ
と
で
大
事
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　　　　　　

月

　　　　　　　　　　　　　　　　

年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａノ

　

ハノ

　　　　

．４

「ワ
ク
チ
ン
接
種
と
私
の
身
体
反
応
」

　　　　　

榊

　　　　　　　　　　

…

　

一

　

掃 ４年８月

　

第２８号 偽 の 令 嬢

　　　　　　　　　　

山
□
市

　

佐
藤

　

む
つ
枝

　

新
型
］
□
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
三
年
目
に
入
り

三
回
目
の
接
種
を
終
え
ま
し
た
。

　

■
回
目
接
種
後
は
頭
痛
の
み
、
二
回
目
は
う
し
ろ

首
か
ら
頭
に
か
け
て
の
痛
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

三
回
目
は
感
冒
の
よ
う
な
症
状
で
、
悪
寒
の
あ
と

熱
が
出
ま
し
た
。
三
回
目
の
接
種
が
終
わ
っ
て
三
ケ

月
が
経
過
し
た
頃
の
六
月
二
日
に
突
然
三
十
八
・
八

度
の
熱
が
出
ま
し
た
。
夜
に
は
三
十
九
・
三
度
に
上

が
り
、
そ
れ
を
最
高
に
上
下
し
な
が
ら
四
日
間
続
き

ま
し
た
。
二
日
目
に
は
発
熱
外
来
を
受
診
し
、
新
型

コ
□
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
を
し
た
結
果

「陰
性
」
で

し
た
。
車
の
中
で
の
診
察
で
、
指
先
か
ら
血
液
採
取

さ
れ
、
白
血
球
が
正
常
域
な
の
で
、
「新
型
コ
□
ナ

ウ
イ
ル
ス
以
外
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
し
ょ
う
。」
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
と
に
か
く
発
熱
し
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
ま
で
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
づ
く
め
で
し
た
。



　

岩
国
市

　

佐
上

　

和
子

昨
年
、
「鈴
の
会
」に
入

会
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
再
任
用
で
働
い

て
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、最
近
ハ
マ
っ
て
い
る
こ
と
を

少
し
。
平
日
朝
の
民
放
テ
レ
ビ
コ
１
ナ
ー

「紙
（か
み
）

兎
（う
さ
ぎ
）□
ペ
」
。

「鈴
の
会
」
に
．
緒
に
入
会
し

た
友
人
の
推
し
シ
ヨ
１
ト
ア
ニ
メ
で
す
。

　

と
て
も
面
白
い
の
で
、
そ
の
時
間
だ
け
他
局
か
ら

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
変
え
て
観
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
グ
グ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
（＞
＞

遷
を
感
じ
る
本
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、本
棚
と
と
も
に
、凡
帳
面
に
ア
ル
バ
ム

が
整
理
さ
れ
て
い
た
。
仕
事
で
出
会
っ
た
人
達
と

の
交
流
や
、仲
間
・友
人
と
の
旅
、家
族
と
の
写
真
、

こ
れ
ら
の
思
い
出
が
、伯
母
に
と
っ
て
何
よ
り
の
宝

物
だ
っ
た
の
だ
と
教
え
て
も
ら
う
。

　

私
に
伝
え
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ろ
う

に
、も
っ
と
、伯
母
に
い
ろ
ん
な
話
を
聞
け
ば
よ

か
っ
た
と
後
悔

し
な
が
ら
片
付

け
る
。

　

私
と
き
た
ら
、

　
　

　

時
に
は
い
つ
も

相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
に
、年
老
い
て
き

た
伯
母
に
、忙
し
い
と
い
う
字
を
顔
や
態
度
に
表

し
、伯
母
の
長
い
話
を
バ
ッ
サ
リ
省
略
さ
せ
た
り

し
て
い
た
。
今
で
も
会
い
た
い
。

　

片
付
け
る
と
言
い
つ
つ
、あ
る
本
が
目
に
と
ま

り
、持
ち
帰
る
。

　

「法
然
と
親
鷺
」
。南
無
阿
弥
陀
仏
。

＊
伯
母
様
は
「鈴
の
会
」
初
代
会
長

　

矢
田
部
信
枝
さ
ん
で
す
。

１１ 偽の今 第２８号 令ネロ４年８月
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－
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－ｕｉｆづ一
　

　　　　　　　

　　　　　

　

　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　　

　　　　　　　　　　　　

多

　

争

　

奪

　

◎

　

◎

　

命

　

令

や

　

や

　

命

　

令

　

０

　

今

　

◎

　

争

　

今

　

や

　

今

　　

現
在
、
再
任
用
で
働
い

も

て
い
ま
す
。仕
事
内
容
は
、

　

「伯
母
の
本
棚
」

　

－
通
い
の
場
で
の
フ
レ
イ
ル

　　　　　　　　　　　　　　　

山
□
市

宮
内

　

利
恵

予
防
の
普
及
啓
発
。

参
加
者
の
多
く
は
、私
よ
り
ひ
と
回
り
も
ふ
た

回
り
も
年
上
の
方
々
で
す
が
、毎
週
集
ま
っ
て
体
操

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
れ
て
い
る
の
で
、皆
さ

ん
と
て
も
若
々
し
い
で
す
。

講
話
は
、フ
レ
イ
ル
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
。

主
に
栄
養
に
関
す
る
内
容
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
の
質
問
票
と
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
チ
ェ
ッ
ク
票
を
使
用
し
、参
加
者
の

健
康
状
態
も
把
握
し
ま
す
。約
半
数
の
人
が
栄
養

や
○
腔
機
能
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。
．

　

日
頃
の
食
習
慣
や
お
□
の
健
康
を
振
り
返
り
、改

善
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
っ

仕
事
を
理
由
に
、後
回
し
に
し
て
い
た
空
家
と
な
っ

た
実
家
を
片
付
け
て
い
る
。

私
の
読
書
歴
の
始
ま
り
は
、
．緒
に
暮
ら
し
て
い
た

伯
母
の
本
棚
で
見
つ
け
た
「子
ど
も
の
図
書
館
」
（石

井
桃
子
著
）だ
。お
か
げ
で
、良
い
本
に
出
会
え
、人
生

が
読
書
で
豊
か
に
な
っ
た
。
思
え
ば
、い
つ
も
伯
母
に
導

か
れ
て
い
た
。

－

　　　　

●き
・

　　　

．・

　

・
．

　

・
ー

　　　　　　　　　

ｉｌ

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　　
　

　
　　
　
　
　
　

　　　

　
　　
▲

　　

／．ち／

　

嫌

そ
の
本
棚
は
、

保
健
師
と
し
て

の
公
務
員
時
代

か
ら
、病
院
勤
務

の
看
護
師
、そ
の

後
の
晩
年
の
変



「十
十
十‐子
枝
訂
升
子
美
子
子
子

員

智

　　　　　　

‐

　

津

　　　

葉

美

醤
厄
利

　

幸

仁

－
新
加
知

内
島
‐代
願

戸

　

－田
川
島

河
中
‐神
小

　

三
岡

　

原
中
福

名

　

‐名

名

‐
名

　　

名

名

…
４

　

１

　

２

２

　

８

　　

１

　　

０

１

員

　

員
員
」
員

‐

　

員

員

　　

会

‐

会

会

　

会

非

　

会

ー

　

会

非

　

　

園

　　

公

　

　

　

鑓鋪蔓鑓金
所

　

…
姻

　

公

　

ツ

　
　

　

　

　
　

　

　　
　　

　

　

　

　

　　　　　

長

）

　

）

　

土

年
旧
年
錠
年

　
　

　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

３

‐

　　　

３

　　　　

１
長門・萩

　　

　　

旧１　

　

■

※美祢市・宇部市・山陽小野田市、 下関市はコ□ナの影響により未実施
※出席者がいない地域については未記載

防

　

府

　

地

　

域

　
　　
　　　　　
　
　

・
資
料

「
コ
□
ナ
禍
に
お
け
る
□
コ
モ

・
フ
レ
イ

　

ル
の
現
状
と
そ
の
対
策
」
を
配
布
し
、
デ
ィ
ス

　

カ
ッ
シ
ョ
ン

（欠
席
者
に
は
後
日
資
料
を
郵

　

送
）

・
情
報
交
換

　

自
分
や
家
族
の
健
康
管
理
上
の
悩
み
、
気
候
変

　

動
問
題
等

・
昼
食

（お
花
見
弁
当
）
。
そ
の
後
公
園
内
散
策

（
参
加
者
の
感
想

Ｊ

・
前
日
の
春
の
嵐
か
ら

一
変
の
青
天
と
満
開
近
い

　

桜

（日
当
た
り
の
良
い
所
）
が
見
れ
て
感
動
ー

　

皆
の
日
頃
の
行
い
が
良
い
せ
い
で
し
ょ
う
＝
”

・
健
康
管
理
上
の
悩
み
ー
・自
分
だ
け
で
な
＜
み
ん

　

な
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
ん
だ
な
ー
っ
て
共
感
ー
も
う

　

少
し
頑
張
れ
そ
う
。

【′
担
当
者
の
感
想
冒－

・
９
人
の
会
員
中
４
人
の
参
加
と
な
り
残
念
だ
っ

　

た
が
、
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
桜
と
天
候
に
恵

　

ま
れ
て
喜
ん
で
い
た
だ
け
て
良
か
っ
た
。

熱
轍

排
撃

　　　　　

－－

　

、鼠
縫
お欝
暮

総
糊鞭
醗
酵
′

　　　　　

－誌
譜鱗
醗
酵

　　　
　
　　
　
　

　　　　　

　　
　　　
　
　

　　　
　　　　
　
　

　　　　　　

　　
　
　

　

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
護憲講書三島三瀦Ｌ

謬
ず

　　　　　　　　　

◎

一朝
鞘
常
識一翼
評
語
闘開
通

　

卦

　
　
　

　
　
　　
　

　

　

　　　
　
　
　
　
　　
　

　

　

選
ぼ
蒸
ー
熱
．

，

き

　

曙

ｒ，

　

ふ

ノ
ョ
◆”－

　

．

　　　　　

キ

　　　　

２鉱瀞鞘艦腺蹴鮒醐＃跳一－－ －－－－ －－ ‐‐一－－ －－ －－－－－－ －－令和４年８月

　

第２８号 霧の÷今 回

　　

　

歳
；
」
．才
，・，三
富
十

　　
　
　
　
　

　　
　
　　

　　　
　
　　



岩
国
・柳
井
・周
南
・平
生
地
域

＝

　　
　
　　　
　
　
　

・
春
の
お
花
を
生
け
て
み
ま
し
ょ
う

　　　　　　　　　　　

（松
田
敬
子
さ
ん
）

・
ニ
ュ
１
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験

　

（タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
ス
カ
ツ
ト

　

ポ
１
ル
）

（．参
加
者
の
感
想
Ｊ

・
生
花
を
楽
し
む
機
会
が
今
ま
で
な
か
っ
た
の
で
経

　

験
し
て
と
て
も
身
近
で
楽
し
か
っ
た
。

・
久
し
ぶ
り
に
皆
と
会
え
、
話
が
出
来
た
の
で
元
気

　

が
出
た
。

・
他
地
区
の
会
員
と
も
会
え
た
こ
と
が
良
か
っ
た
。

ｒ
担
当
者
の
感
想
Ｊ

・
当
日
は
午
後
か
ら
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
予

　

定
だ
っ
た
が
大
雨
で
室
内
ス
ポ
ー
ツ
に
な
り
残
念

　

で
し
た
。
］
□
ナ
で
日
程
を
何
度
も
変
更
し
大
変

　

で
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
と
て
も
楽
し
い
の

　

で
す
が
高
齢
者
が
借
り
た
り
返
し
た
り
は
大
変
だ

　

し
場
所
を
借
り
る
に
は
結
構
お
金
が
か
か
る
の
が

　

残
念
で
す
。

　
　　
　
　

・
ラ
ジ
オ
体
操

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

（二
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
）

・
近
況
報
告

【
参
加
者
の
感
想
冒－

・
い
い
汗
を
か
い
て
気
分
転
換
が
図
れ
た
。

・
久
し
ぶ
り
に
皆
に
会
え
て
よ
か
っ
た
。

ｒ
担
当
者
の
感
想
ノ

・
秋
晴
れ
の
も
と
、
気
持
ち
の
良
い
一
日
で
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が

．
番
で
し
た
。
皆
さ
ん

　

楽
し
そ
う
で
し
た
。

山

　

口

　

地

　

域

　　
　
　
　
　
　

・
紙
芝
居
「認
知
症
の
症
状
と
そ
の
対
応
」

（
「鈴

　

の
会
」
作
成
）

・
情
報
交
換

・
寄
席

「イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
落
語
家
ハ
イ
ジ
独
演
会
」

　

４
題

〈鶴

・
松
山
銃

・
ふ
ろ
し
き

・
お
目
録
の
こ

　

と
〉

ハ
参
加
者
の
感
想

）

・
外
出
を
自
粛
し
て
い
た
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

・
寄
席
の
実
演
は
初
め
て
で
、
迫
力
が
あ
り
と
て
も

　

楽
し
か
っ
た
。
ま
た
聞
い
て
み
た
い
。

｛
担
当
者
の
感
想
ｕ

　

／′ｒ【ー【‘・ー‘‘‘

　　　　　　　　　

．：：：１１１１１１１１ー、＼

・
コ
□
ナ
禍
で
会
食
や
声
を
出
す
よ
う
な
内
容
は
で

き
な
い
と
考
え
、
寄
席
を
中
心
に

「笑
い
」
と

　

月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（Ｋ）

　

「楽
し
さ
」
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
を
し
ま
し

　

蜂

た
。

和

　　　　　　　　　　　　　　　

令

］
□
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
っ
た
た
め
、
マ
ス
ク
、

　　

号

手
指
消
毒
、
席
の
間
隔
を
広
く
と
る
、
大
声
を
出

　　

第

さ
な
い
な
ど
感
染
対
策
を
十
分
に
行
い
ま
し
た
。

◎ ”の今 第２８号 令禾。４年８月
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－ 令和４年８月

　

第２８号 偽 の今 回

　
　
　
　
　
　
　
　

瀧

　

本

　

朗

　

子

（山
陽
小
野
田
市
）

末

　

弘

　

知

　

子

（岩
国
市
）

　　

本

　

美

　

春

（岩
国
市
）

　

■
ー
爾
縄
口

　　

　　

　　

　

　

　
　
　
　
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

◆
第
２
回
研
修
会
は
、
現
在
、
新
型
コ
□

　

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
見
な
が

　

ら
検
討
中
で
す
。
今
後
役
員
会
で
協
議

　

し
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
ご
案
内
い

　

た
し
ま
す
。

　

ｇ
ハ

　

キ
ギ

　

丁
ト
十

　

・づａ

′

闘
霧
輔ー
繊
聾

　　
　
　

　
　
　　
　

「鈴
の
会
」
の
会
員
数
は
令
和
四
年
七
月

末
現
在
九
十
七
名
で
す
。
皆
さ
ん
の
身
近

　

′

な
と
こ
ろ
に
在
宅
保
健
師
が
お
ら
れ
ま
し

　

′

た
ら
会
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

入
会
希
望
の
方
、
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
連
絡
く

だ
さ
い
。

今
年
度
の
広
報
委
員
を

　　　

意
気
込
み
と
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
！

（後列左より） 品川委員 田辺委員

　

坂□委員

（前列左より） 三根委員長

　

渡還委員

　

佐藤委員

三
根
委
員
長

　

頑
張
り
ま
す
ー

渡
還
委
員

　　

こ
れ
か
ら
も
原
稿
よ
ろ
し
く
ね
ー
・

佐
藤
委
員

　　

み
な
さ
ん
の
原
稿
を
読
む
の
が

楽
し
み
で
す
。

品
川
委
員

　　

も
う
少
し
の
間
、
頑
張
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

田
辺
委
員

　　

旅
に
行
き
た
い
な
。

坂
□
委
員

　　

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（佐
藤

　

む
つ
枝

　

記
）

　

　　　　　　

　

の

　　　　

美

美

　　　　

合

　　　　　　

刷

　

鈴
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博
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行
在
勤
豊
心
友
引
躯
醍
０８３

０８３
班

社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
胆
鰯
三
１
１
事
血
血
圧
歌
印
株

宅

　　　　　　　　　　

式

編

　　

（

　　　　　

（

　　　　　　　

（

…ゴ
ー－

　　

五
月
の
連
休
以
降
、
人
々
の
動
き

ミ
ニ滞
…

　　

は
活
発
に
な
り
日
常
生
活
も
平
常
に

　　　

戻
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
す
が
、
七
月
中

憲
一示

　

旬
に
な
る
と
感
染
者
が
急
速
に
増
加

ー＝

　　

し
て
き
ま
し
た
。
コ
□
ナ
は
オ
ミ
ク
□

　

．

　

ン
株
の
派
生
型

「Ｂ
Ａ
・
５
」
に
置

き
変
わ
り
、
感
染
ス
ピ
ー
ド
が
速
＜
あ
っ
と
い

う
間
に
感
染
者
数
が
．桁
多
い
発
症
と
な
っ
て

い
ま
す
。

猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
］
□
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
す
が
、
私
達
に
は
過
去
二
年
半
で
培
っ
て

き
た
コ
□
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
へ
の
経
験
が
あ
り

ま
す
。
今
後
も
手
を
抜
か
ず
に
基
本
対
策
（手

洗
い
・
マ
ス
ク
・
換
気
）
と
四
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
自
ら
の
身
を
守
り
た
い
も
の
で
す
。

会
報
二
十
八
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
寄
稿

し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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